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一

⑤
住
み
慣
れ
た
街
に
暮
ら
し
て
い
た
い

山
田
雅
夫

は
じ
め
に

　
中
区
福
祉
援
護
係
は
福
祉
五
法
（
老
人
福
祉
法
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
児
童
福
祉

法
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
）
に
わ
た
る
要
援
護
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
毎
日
、
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
る
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
要
援
護
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に

の
り
、
地
域
へ
出
向
き
、
家
庭
訪
問
を
し
た
り
、
各
種

施
設
や
病
院
を
訪
れ
、
そ
の
個
別
具
体
的
で
切
実
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
べ
く
、
飛
び
回
っ
て
い
る
。
こ
の
第
一

線
の
現
業
の
係
で
な
ぜ
調
査
と
マ
ッ
プ
作
り
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
二
ー
ズ
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
と
い
う
日
常
業
務
が
生
み
出
す
問
題

意
識
の
累
積
か
ら
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
背

景
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

①
要
援
護
者
の
う
ち
、
高
齢
者
の
相
談
数
の
激
増
と
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
そ
し
て
深
刻
化
が
あ
る
。
そ
れ
に
サ
ー

ビ
ス
供
給
が
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
。
し
か
し
そ
の

中
で
も
諸
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
立
て
を
す
る
中
で
〝
た
っ

た
今
を
ど
う
す
る
か
〟
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

②
要
援
護
高
齢
者
に
対
し
て
地
域
で
の
ケ
ア
を
推
進
す

る
動
き
が
た
か
ま
り
、
〝
地
城
〟
へ
の
視
線
が
強
ま
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
も
な
る
、
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
が
具
体
化
し
て
き
た

時
期
で
あ
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
そ
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
在
宅
施
策
の
三
本

柱
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
当
時
の
中
区
で
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
う
施
設
が
な
く
、
大
切
な
柱
の
一
本
が

抜
け
た
状
態
で
あ
っ
た
。

　
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
待
ち
に
待
っ

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
備
わ
っ
て
い
る
。
た
く
さ
ん

の
要
援
護
高
齢
者
に
利
用
さ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
展
開
が
望
ま
れ
た
。

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
調
査
の
目
的

三
―
調
査
の
成
果

四
―
施
策
・
事
業
と
の
つ
な
が
り

五
―
課
題

六
―
お
わ
り
に

て
い
た
。
そ
れ
が
、
中
区
の
適
切
な
援
護
シ
ス
テ
ム
作

り
へ
の
動
き
と
広
が
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
地
域

性
を
ふ
ま
え
た
要
援
護
者
の
実
態
把
握
ｌ
調
査
、
マ
。

プ
作
り
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
平

成
三
年
九
月
二
十
四
日
、
係
会
議
の
話
し
合
い
が
、
そ

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
と
の
結
び

つ
け
を
き
っ
か
け
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
出
さ
れ

調
査
の
目
的

　
要
援
護
者
に
と
っ
て
の
、
よ
り
良
い
援
護
シ
ス
テ
ム

作
り
を
め
ざ
し
て
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

　
要
援
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
地
域
分
布
と
か
、
地
域
が

も
つ
資
源
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
て
の
介
護
力
は
、

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
の
あ
る
中
で
、

次
の
四
点
に
ね
ら
い
を
絞
っ
た
。

①
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
（
虚
弱
な
人
か
ら
重
介
護
を

要
す
る
人
達
ま
で
を
対
象
と
し
た
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
拡
充
。
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岡
田
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二

「
中
区
福
祉
マ
ッ
プ
報
告
書
」

を
作
り
終
え
て
ｌ

現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
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②
地
域
へ
の
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な

配
置
と
そ
の
数
の
検
討
。

③
要
援
護
者
と
地
域
資
源
の
有
効
な
結
び
つ
け
を
探
る
。

④
医
療
資
源
の
現
状
を
地
域
ご
と
に
把
握
す
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ね
ら
い
に
基
づ
い
て
、
マ
ッ
プ
作

り
の
目
的
を
三
点
に
お
い
た
。

①
中
区
を
地
域
ご
と
に
そ
の
特
性
を
つ
か
む
。

③
要
援
護
者
の
現
状
を
地
域
ご
と
に
把
握
す
る
。

③
援
護
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
の
介
護
力
が
も
つ
分
析
。

　
九
月
下
旬
、
具
体
的
な
検
討
会
を
も
っ
た
。
民
生
局

企
画
課
を
は
じ
め
と
し
、
中
保
健
所
保
健
課
指
導
係
、

横
浜
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
、
中
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
方
々
に
お
願
い
を
し
、
打
ち
合
せ
勉
強
会
を
数
回
重

ね
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
出
せ
る
資
料
の
作
成
も
お
願
い
し

た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
か
ら
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

活
動
時
間
な
ど
の
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
中
保
健
所
か

ら
は
、
日
常
の
保
健
婦
活
動
、
訪
問
看
護
指
導
、
リ
ハ

教
室
の
開
催
日
数
、
出
席
人
数
な
ど
の
地
域
の
活
動
状

況
と
、
医
療
資
源
と
し
て
病
院
と
診
療
所
の
科
別
資
料

を
頂
い
た
。
中
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
地
域
資
源

と
し
て
、
障
害
者
地
域
作
業
所
や
障
害
者
地
域
活
動
ホ
ー

ム
、
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活

動
拠
点
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
拠
点
な
ど
を
示
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
は
地
域
が
も
っ

て
い
る
介
護
力
を
知
る
の
に
役
立
っ
た
。

　
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
係
全
員
で
資
料
作
り
を
し

た
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
痴
呆
性
高
齢
者
、
在
宅

身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
区
百
八

の
町
に
分
け
て
数
字
を
出
し
、
資
料
作
り
を
し
た
。

　
単
身
者
や
高
齢
夫
婦
世
帯
な
ど
介
護
力
が
弱
い
場
合

は
、
地
域
で
生
活
維
持
が
出
来
な
く
な
り
入
院
す
る
場

合
が
多
い
。
家
族
、
地
域
の
介
護
力
の
弱
体
化
を
示
す

指
標
の
一
つ
と
し
て
、
特
例
許
可
病
院
の
入
院
者
数
を

調
べ
た
。
い
ず
れ
夜
間
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
っ
て
は
、
入
院
の
必
要
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
人
達
と
想
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
作
り
は
、
区
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
医
療
扶
助
受
給
者
は
医
療

券
発
行
表
か
ら
取
り
出
し
た
。

　
マ
ッ
プ
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
表
現
し
よ
う
と
意
図
し
た
。

要
援
護
者
一
人
一
人
を
、
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
地
図
に
落

と
す
こ
と
、
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
と
の
重
ね
合
わ
せ
が
可

能
な
出
来
上
が
り
を
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
当
初
は

相
当
の
枚
数
の
マ
ッ
プ
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い

た
。

　
資
料
が
集
ま
り
は
じ
め
、
い
よ
い
よ
委
託
業
者
と
の

打
ち
合
せ
に
入
っ
た
。
民
生
局
企
画
課
と
の
話
し
合
い

の
中
で
、
す
で
に
企
画
課
で
す
す
め
て
い
た
〝
地
域
の

福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り
〟
作
業
の
モ
デ
ル
区
扱
い
と
な
り
、

委
託
業
者
の
主
任
研
究
員
、
副
主
任
研
究
員
と
何
度
も

打
ち
合
せ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
全
体
の
構

成
や
資
料
の
収
集
は
自
ら
で
行
え
る
も
の
の
、
実
際
の

作
業
に
は
、
調
査
会
社
の
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
イ
メ
ー

ジ
を
伝
え
、
考
え
方
の
整
理
を
す
す
め
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
マ
ッ
プ
の
大
き
さ
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
Ａ
４
判
と
し
た
。

　
地
域
の
分
割
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
中
区

自
主
事
業
の
調
査
を
踏
襲
し
て
、
都
心
、
山
手
、
本
牧
、

根
岸
地
区
の
四
分
割
と
し
た
。
そ
の
各
々
に
、
デ
ー
タ

を
落
と
し
た
方
が
よ
い
も
の
は
地
区
別
図
に
、
全
体
で

み
た
方
が
よ
い
も
の
は
全
体
図
と
し
、
二
種
類
の
構
成

と
し
た
。

　
重
ね
合
わ
せ
、
検
討
の
し
や
す
さ
を
目
標
と
し
、
透

明
シ
ー
ト
に
一
人
一
点
で
住
所
地
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る

手
法
を
固
め
た
。

　
マ
ッ
プ
と
マ
ッ
プ
報
告
書
は
平
成
四
年
六
月
に
出
来

上
が
っ
た
。

　
経
費
の
点
も
あ
り
、
最
終
的
に
マ
ッ
プ
に
出
来
た
資
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三

調
査
の
成
果

注
　
特
例
許
可
病
院
と
は
、
い
わ
ゆ
る
老
人
病
院
。

　
主
と
し
て
老
人
慢
性
疾
患
の
患
者
が
入
院
す
る

病
院
で
、
医
療
法
上
の
特
例
と
し
て
医
師
や
看
護

婦
等
の
配
置
基
準
を
若
干
緩
和
し
て
、
そ
の
分
だ

け
必
要
か
つ
適
切
な
数
の
介
護
職
員
を
配
置
す
る

こ
と
が
許
可
さ
れ
た
病
院
。
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料
は
、
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
表
―
１
）
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
点
は
次
の
四

点
で
あ
る
。

①
―
要
援
護
者
の
地
域
特
性
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
明
確
化

　
中
区
を
四
分
割
し
、
そ
の
基
本
図
は
、
町
別
の
高
齢

化
率
を
色
分
け
し
て
の
せ
た
。
市
平
均
の
高
齢
化
率
は

九
・
一
％
（
平
成
三
年
九
月
三
十
日
現
在
）
で
あ
る
が
、

中
区
平
均
は
一
二
・
七
％
で
あ
る
。
そ
し
て
一
四
％
以

上
を
一
番
濃
い
色
に
し
て
、
七
％
以
下
を
加
え
て
五
段

階
と
し
た
。
こ
の
基
本
図
（
図
―
１
）
の
う
え
に
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
を
赤
（
図
―
２
）
で
、
ね
た
き
り
高
齢

者
を
緑
（
図
―
３
）
で
と
、
そ
れ
ぞ
れ
色
分
け
を
し
、

マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
透
明
シ
ー
ト
を
次
々
と
重
ね
て
い
く
。

　
町
別
の
高
齢
化
率
の
濃
淡
の
上
に
、
要
援
護
者
の
色

と
り
ど
り
の
き
れ
い
な
色
の
点
が
か
た
ま
り
と
し
て
、

ま
た
は
ば
ら
つ
い
て
浮
か
び
上
が
り
、
そ
の
分
布
は
一

目
瞭
然
で
あ
る
（
図
―
４
）
。

　
例
示
し
た
山
手
地
区
は
風
致
地
区
を
除
き
、
全
体
に

要
援
護
者
が
多
く
、
高
齢
化
率
の
高
い
町
が
多
い
。
他

の
三
地
区
も
同
様
に
、
高
齢
化
率
と
要
援
護
高
齢
者
の

重
ね
合
わ
せ
で
、
そ
の
分
布
が
わ
か
っ
た
。

　
中
区
全
体
で
六
つ
の
大
き
い
か
た
ま
り
に
要
援
護
高

齢
者
が
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
地
区
に
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
活
動
拠
点
が
ほ
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

の
マ
ッ
プ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
特
性
を
誰
と

て
も
共
有
化
で
き
る
。

②
―
援
護
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
投
入
量
を
町
別
に
明
確
化

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
現
行
は
週
十
八
時
間
の
枠
が

あ
り
、
活
動
時
間
は
九
時
か
ら
十
七
時
、
土
曜
日
の
午

後
と
日
曜
日
は
休
み
で
あ
る
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
時
間
数
を
町
別
に
円

の
大
小
で
示
し
た
（
図
―
５
）
。
中
区
は
自
区
ヘ
ル
パ
ー

（
中
区
居
住
パ
ー
ト
ヘ
ル
パ
ー
）
の
率
が
平
均
四
〇
％
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表―１　作成マップ一覧
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弱
で
、
ヘ
ル
パ
ー
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
自
区

ヘ
ル
パ
ー
、
他
区
か
ら
の
応
援
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
ヘ
ル

パ
ー
（
常
勤
に
近
い
勤
務
形
態
の
ヘ
ル
パ
ー
）
の
別
を

円
グ
ラ
フ
で
示
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
に
近
く
、
他
区
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
地
域
に
は
他
区
ヘ
ル
パ
ー
が
多
く

投
人
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ケ
ア
ヘ
ル
パ
ー
の

七
割
が
本
牧
地
区
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　
地
区
ご
と
に
要
援
護
者
の
総
数
（
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
、
在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
、

在
宅
身
体
障
害
者
の
合
計
数
三
千
三
百
五
十
一
人
）
を

出
し
、
総
ヘ
ル
パ
ー
活
動
時
間
二
千
百
七
十
九
時
間
と

の
関
係
を
み
た
（
表
―
２
）
。

　
要
援
護
者
一
人
当
た
り
の
ヘ
ル
パ
ー
活
動
時
間
を
ヘ

ル
パ
ー
投
入
量
と
し
た
と
こ
ろ
、
本
牧
地
区
が
一
・
一

四
時
間
（
週
）
と
一
番
多
く
、
一
番
少
な
い
都
心
地
区

〇
・
三
二
時
間
（
週
）
の
三
倍
強
と
な
っ
た
。

③
―
老
人
特
例
許
可
病
院
へ
の
入
院
数
が
わ
か
っ
た

　
中
区
の
老
人
ホ
ー
ム
入
居
数
は
三
百
人
（
平
成
三
年

十
月
一
日
付
）
で
あ
る
が
、
特
例
許
可
病
院
の
入
院
数

は
一
体
何
人
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
病
院
群
に
は
、
介
護
者
確
保
が
で
き
な
い
老
人

ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の
多
く
が
、
長
い
待
機
期
間
を
待

ち
か
ね
て
入
院
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
町
別
に
調
べ
た
特
例
許
可
病
院
の
入
院
人
数
は

二
百
四
人
で
あ
っ
た
。
（
当
時
は
老
人
保
健
施
設
の
で

き
初
め
で
、
利
用
者
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
）
そ
こ

で
、
特
例
許
可
病
院
入
院
者
比
率
（
要
援
護
高
齢
者
に

占
め
る
割
合
）
を
出
し
て
み
た
（
表
―
２
）
。
根
岸
地

区
は
入
院
者
の
実
数
は
二
十
九
人
と
少
な
い
も
の
の
入

院
者
比
率
は
一
一
・
三
％
と
も
っ
と
も
高
か
っ
た
。
都

心
地
区
は
九
十
七
人
の
入
院
者
が
い
て
区
内
で
一
番
多

く
、
入
院
者
比
率
は
一
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
。
本
牧
地

区
は
入
院
者
が
二
十
四
人
と
少
な
く
入
院
者
比
率
を
六
・

三
％
と
区
内
で
一
番
低
か
っ
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
活
動
時
間
を
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
の
目
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安
と
し
て
お
さ
え
、
入
院
者
比
率
と
ヘ
ル
パ
ー

間
の
関
連
で
み
る
と
、
入
院
者
比
率
の
高
い
都
心
地
区

と
根
岸
地
区
は
ヘ
ル
パ
ー
活
動
時
間
が
少
な
い
。

　
ヘ
ル
パ
ー
活
動
時
間
が
最
も
多
い
本
牧
地
区
で
は
入

院
者
比
率
が
最
も
低
い
状
況
で
あ
っ
た
。

④
―
病
院
・
診
療
所
な
ど
を
含
む
社
会
資
源
の
分
布
が

　
　
は
っ
き
り
し
た

　
マ
ッ
プ
と
し
て
基
本
図
に
重
ね
た
医
療
機
関
分
布
図

（
図
―
６
）
、
福
祉
関
連
施
設
分
布
図
（
図
―
７
）
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
拠
点
分
布
図
（
図
―
８
）
を

み
て
ほ
し
い
。
関
連
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠

点
は
山
手
地
区
、
本
牧
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
一
方

根
岸
地
区
に
は
、
関
連
施
設
は
皆
無
で
、
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
な
く
、
活
動
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
六

十
五
歳
以
上
人
口
が
一
六
％
を
占
め
、
要
援
護
者
の
一

二
・
七
％
を
占
め
て
い
る
地
区
と
し
て
は
さ
び
し
い
状

況
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
医
療
機
関
も
少
な

く
、
特
に
診
療
所
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
往
診
開
業

医
は
広
い
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
要
援
護
者
の
三
八
・
一
％
を
占
め
る
都
心
地
区
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
要
援
護
者

サ
ー
ビ
ス
活
動
拠
点
と
な
る
も
の
も
な
い
。
診
療
所
は

百
二
十
三
ヵ
所
と
全
体
の
五
一
％
を
占
め
て
い
る
。
だ

が
、
ビ
ル
の
一
室
で
開
業
し
て
い
る
た
め
夜
間
は
引
き

上
げ
て
い
て
留
守
と
な
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
概

し
て
弱
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
特
に
根
岸
地
区
、
都
心
地
区
に
は
地

域
の
拠
点
と
な
る
も
の
が
是
非
と
も
早
急
に
ほ
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
場
所
に
つ
い
て
も
要
援
護

高
齢
者
の
集
中
し
て
い
る
地
域
が
望
ま
し
い
。
一
方
、

山
手
・
本
牧
地
区
に
は
、
さ
ら
に
地
域
の
拠
点
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

が
か
り
を
得
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

施
策
・
事
業
と
の
つ
な
が
り

　
「
中
区
福
祉
マ
ッ
プ
報
告
書
」
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

ど
う
活
用
し
よ
う
か
一
定
の
方
向
は
係
で
十
分
論
議
は

し
て
い
た
も
の
の
、
い
ざ
、
こ
れ
を
ど
う
施
策
・
事
業

へ
と
つ
な
げ
る
か
と
な
る
と
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
悩
み
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
の
は
区
長
、

福
祉
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
内
部
の
報
告
会
（
勉
強
会
）

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
報
告
会
で
は
係
長
以
下
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
四
人

で
マ
ッ
プ
を
使
い
、
要
援
護
者
の
状
況
、
地
域
特
性
等

を
説
明
し
、
〝
高
齢
者
福
祉
施
策
を
中
心
と
し
た
今
後

の
方
向
〟
を
提
案
し
た
。

　
特
に
①
地
域
（
エ
リ
ア
）
単
位
を
ど
う
考
え
る
か

（
小
学
校
区
か
中
学
校
区
か
）
、
②
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
数
は
三
館
で
足
り
る
か
、
③
支
援
施
設
の

機
能
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
等
、
白
熱
し
た
議
論
を
呼
び
、

施
策
化
や
そ
の
後
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
へ
大
き
な
足

①
―
施
策
実
現
に
向
け
て

ア
区
政
運
営
上
の
重
要
事
項
（
平
成
五
年
度
予
算
等
で

　
実
現
を
望
む
重
要
事
項
）
と
平
成
五
年
度
予
算
に
対

　
す
る
区
要
望
（
区
長
要
望
）
の
提
出

　
中
区
の
区
政
運
営
上
の
重
要
事
項
と
し
て
「
小
規
模

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
」
提
出
。

　
こ
れ
は
都
市
化
が
進
み
、
高
齢
化
率
が
高
く
、
か
つ

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
が
多
い
と
い
う
地
域
特
性
が
顕

著
に
表
れ
た
日
の
出
町
周
辺
地
区
に
、
従
来
の
施
策
に

な
い
「
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
配
置
し

て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
度
予
算
に
対
す
る
区
要
望
は
①
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
二
館
目
、
三
館
目
は
マ
ッ

プ
を
も
と
に
要
援
護
者
の
多
い
地
区
に
配
置
す
る
。
③

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
地
域
ニ
ー
ズ

に
そ
っ
た
も
の
に
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
配
置
場
所
は
こ
の
調
査
に
よ

り
場
所
が
決
ま
っ
た
。

イ
「
政
策
課
題
・
在
宅
高
齢
者
対
策
の
推
進
」
（
企
画

　
調
整
室
）
へ
の
中
区
と
し
て
政
策
課
題
に
対
す
る
考

　
え
方
を
提
出

①
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

　
ア
、
重
介
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た
め
、

　
週
十
八
時
間
の
枠
の
拡
充
と
年
末
年
始
、
祝
祭
日
、
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夜
間
の
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
の
実
施
を
出
し
た
。
（
こ

　
れ
は
五
年
度
に
実
施
と
な
っ
た
。
）

　
イ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
社
会
的
評
価
を
高
め
、
待

　
遇
面
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

　
ウ
、
男
性
ヘ
ル
パ
ー
の
雇
用
の
促
進

　
エ
、
一
日
の
朝
・
昼
・
夕
方
な
ど
の
短
時
間
で
ス
ポ
ッ

　
ト
的
ニ
ー
ド
に
応
じ
ら
れ
る
属
人
的
ヘ
ル
パ
ー
（
仮

　
称
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
パ
ー
）
の
導
入

②
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
ア
、
老
人
給
食
の
提
供
が
で
き
る
設
備
の
充
実
や
福

　
祉
機
器
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　
イ
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
出
来
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

　
設
置

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
ア
、
区
内
の
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、
公
団
住
宅
等

　
の
建
て
替
え
時
に
都
市
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　
建
設

　
イ
、
区
内
で
の
国
有
地
・
私
有
地
の
無
償
貸
し
付
け

　
や
公
設
民
営
の
実
施

な
ど
主
な
考
え
方
を
示
し
、
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

②
―
「
新
総
合
計
画
」
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

ア
二
〇
一
〇
年
を
考
え
る
地
域
懇
談
会
を
分
野
別
に

　
開
催

　
中
区
で
は
、
二
〇
一
〇
年
を
考
え
る
地
域
懇
談
会
を

分
野
別
に
開
催
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
高
齢
者
福
祉
」

を
二
会
場
で
、
「
障
害
者
福
祉
」
に
つ
い
て
一
会
場
で

話
し
合
い
を
行
っ
た
。
そ
の
際
こ
の
マ
ッ
プ
が
そ
れ
ぞ

れ
区
の
福
祉
の
現
状
を
示
す
基
礎
資
料
と
な
っ
た
。

イ
二
〇
一
〇
年
に
向
け
た
高
齢
化
社
会
対
策
に
関
す
る

　
意
見
交
換

　
市
の
企
画
財
政
局
高
齢
化
社
会
対
策
室
と
、
二
〇
一

〇
年
に
向
け
た
対
応
に
関
す
る
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
で
は
、
施
策
・
制
度
・
手
続
き
や
仕

事
の
し
く
み
な
ど
現
状
の
高
齢
化
社
会
対
策
に
関
し
て
、

将
来
に
備
え
て
今
の
う
ち
か
ら
特
に
改
善
し
て
い
く
べ

き
こ
と
を
中
心
に
行
っ
た
。

　
重
要
と
な
る
視
点
、
課
題
等
新
た
に
取
り
組
む
べ
き

施
策
等
に
つ
い
て
も
マ
ッ
プ
作
り
の
経
験
か
ら
現
場
レ

ベ
ル
と
し
て
の
意
見
、
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

③
ｌ
各
種
啓
発
・
普
及
事
業
の
取
り
組
み

ア
「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
（
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
事
業
）

　
で
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
啓
発
活
動

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
民
生
委
員
を
は
じ
め
と
し

た
福
祉
関
係
者
や
、
保
健
指
導
員
を
中
心
と
し
た
保
健
関

係
者
、
地
域
の
人
な
ど
約
三
千
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

　
他
区
行
政
関
係
者
も
た
く
さ
ん
姿
を
見
せ
て
い
た
が
、

一
番
関
心
を
示
し
て
く
れ
た
の
が
福
祉
、
保
健
の
行
政

関
係
者
で
あ
っ
た
。
民
生
委
員
な
ど
地
域
の
方
々
も
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
説
明
に
耳
を
か
た
か
け
て
下
さ
っ
た
。

吊
「
地
域
ケ
ア
調
整
部
会
」
へ
の
報
告

　
地
域
ケ
ア
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
関
係
者
の
協
議
会
で
あ
る
調
整
部
会
で
報
告
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

ウ
「
地
区
民
協
」
（
民
生
委
員
協
議
会
）
へ
の
説
明

　
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ

る
九
地
区
の
民
生
委
員
に
、
報
告
書
を
一
人
一
人
手
渡

し
、
地
区
の
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
現
状
、
地
域

特
性
等
を
説
明
し
、
意
見
を
も
ら
う
形
を
と
っ
た
。
ま

た
こ
の
席
に
は
、
地
区
保
健
婦
も
同
席
し
、
議
論
に
参

加
し
て
も
ら
っ
た
。
最
近
の
民
生
委
員
活
動
は
七
割
が

高
齢
者
関
係
の
活
動
だ
と
聞
く
。
そ
の
た
め
か
非
常
に

関
心
が
高
く
、
活
発
な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。
説
明
会

が
終
わ
り
、
多
く
の
委
員
の
方
々
か
ら
「
良
く
ま
と
め

た
ネ
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ

れ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
区
と
い
う
一
番
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
意
識
が
生
ま
れ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
の
調
査
が
い

く
つ
か
の
施
策
実
現
の
働
き
か
け
と
し
て
、
ま
た
。
福

祉
”
と
い
づ
み
え
に
く
い
課
題
を
、
行
政
関
係
の
み
な

ら
ず
地
域
の
人
と
共
有
化
し
、
一
緒
に
考
え
て
い
か
れ

る
契
機
と
な
っ
た
。

施
策
を
企
画
す
る
部
局
と
は
違
い
、
区
の
福
祉
行
政
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の
最
前
線
で
働
く
現
場
が
取
り
組
ん
だ
マ
ッ
プ
作
り
だ
っ

た
が
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
感
じ
た
。

①
―
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

　
現
場
で
、
調
査
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
も
、
や
万
方
、

指
標
ど
り
、
分
析
手
順
な
ど
、
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
要
援
護
者
一
人
一
人
が
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
重
ね
合
わ
せ
を
マ
ッ
プ
化
す
る
方
法
等
は
で
き
な
か
っ

た
。

　
今
回
は
結
果
的
に
は
民
生
局
企
画
課
に
大
変
世
話
に

な
っ
た
。
だ
が
、
準
備
段
階
か
ら
問
題
意
識
を
施
策
に

結
び
つ
け
る
有
効
な
道
筋
と
か
、
技
術
的
な
こ
と
も
含

め
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
、
又
、
調
査
に
適
す
る
委
託

方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
体
制
が
あ
っ
た
ら
と
痛

感
し
た
。
そ
れ
ら
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
確
立
し
て
い
た

ら
、
現
場
の
力
は
も
っ
と
生
か
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

例
え
ば
企
画
財
政
局
の
企
画
調
整
室
に
企
画
書
を
提
出

し
、
各
局
ご
と
に
総
合
的
に
調
整
し
、
予
算
化
を
図
る

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

③
―
人
材
・
人
員
の
確
保
に
つ
い
て

　
大
都
市
横
浜
で
は
、
今
後
各
区
の
地
域
特
性
に
あ
わ

せ
て
施
策
や
事
業
が
展
開
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対

応
す
る
た
め
に
、
区
（
現
場
）
で
地
域
住
民
の
具
体
的

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
る
調
査
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

る
と
思
わ
れ
る
。
日
々
の
業
務
の
中
で
、
問
題
意
識
を

も
つ
現
業
部
門
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
取
組
も
出
来

た
わ
け
だ
が
、
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
研
修
の
実
施

や
体
制
の
確
保
は
急
務
で
あ
る
。

②
―
調
査
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

　
こ
の
マ
ッ
プ
作
り
の
総
経
費
は
二
百
万
円
程
度
で
あ

る
。
こ
れ
も
民
生
局
企
画
課
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施

で
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
、
経
費
の
点
か
ら
マ
ッ

プ
化
出
来
な
か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
今
後
区
行
政
を

推
進
す
る
う
え
で
、
独
自
の
調
査
を
実
施
し
た
い
時
に
、

の
指
標
ど
り
、
い
わ
ゆ
る
、
ね
た
き
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
、
痴
呆
と
い
っ
た
分
類
を
さ
ら
に
も
う
一
歩
す
す
め

て
、
介
護
力
を
重
ね
あ
わ
せ
た
指
標
の
必
要
性
を
感
じ

た
。
そ
の
う
え
で
、
さ
ら
に
要
援
護
者
の
地
域
で
の
実

態
と
、
そ
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
し
て
み
た
い
。
ね
た
き
り

で
も
な
く
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
な
い
が
、
病
弱
で
、

介
護
力
の
弱
い
高
齢
夫
婦
な
ど
の
世
帯
の
増
加
は
、
従

来
の
指
標
ど
り
か
ら
は
も
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
介
護
力
の
弱
い
世
帯
の
増
加
は
、
緊
急
対
応
を

い
つ
迫
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
も
あ
る
。

　
平
成
二
年
十
月
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
の
み

の
世
帯
の
う
ち
、
夫
婦
と
も
に
六
十
五
歳
以
上
の
世
帯

は
、
中
区
で
は
一
千
五
百
六
十
五
世
帯
で
三
・
五
％
の

構
成
比
で
あ
り
、
市
平
均
二
・
七
％
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
四
年
十
二
月
二
十
二
日
、
再
び
喧
騒
の
中
で
の

係
会
議
。
要
援
護
者
の
在
宅
フ
ァ
イ
ル
作
り
を
す
す
め

て
い
く
中
で
、
要
援
護
状
態
と
介
護
力
を
重
ね
合
わ
せ

た
指
標
ど
り
が
議
題
に
の
せ
ら
れ
た
。
い
ま
そ
の
方
向

で
フ
ァ
イ
ル
作
り
が
す
す
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Λ
山
田
＝
中
区
福
祉
課
福
祉
援
護
係
長
／
岡
田
＝
同
課

同
係
Ｖ
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多
く
の
人
か
ら
、
「
忙
し
い
時
に
こ
そ
、
仕
事
が
ま

と
ま
る
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
が
、
福
祉
の
現
場
は
、
相
手
方
の
ペ
ー
ス
を

大
切
に
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
今
後
は
も
っ
と
余
裕

を
も
っ
て
組
織
的
に
取
り
組
み
た
い
。
そ
の
こ
と
で
現

状
の
一
層
の
共
有
化
と
課
題
の
整
理
を
す
す
め
た
い
。

　
今
回
の
マ
ッ
プ
作
り
の
中
か
ら
、
伝
統
的
な
要
援
護

六

お
わ
り
に



特集・自治体における調査―調査から施策・事業へ②横浜市の調査―調査から施策・事業へ

図―１　町別高齢化率

図―２　ひとり暮らし高齢者分布図
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特集・自治体における調査―調査から施策・事業へ②横浜市の調査―調査から施策・事業へ

図―３　在宅ねたきり高齢者分布図

図―４　ひとり暮らし高齢者十在宅ねたきり高齢者分布図
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特集・自治体における調査―調査から施策・事業へ②横浜市の調査―調査から施策・事業へ

図―５　町別ホームヘルパー活動状況

図―６　医療機関分布図
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特集・自治体における調査―調査から施策・事業へ②横浜市の調査―調査から施策・事業へ

図―７　福祉関連施設分布図

図―８　ボランティアなど活動拠点分布図
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